
（
１
）
研
究
発
表
ま
で
の
経
緯

人
体
解
剖
学
の
基
礎
を
据
え
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
（
慣
用
に
し
た
が
っ
て

こ
う
表
記
す
る
）
の
著
作
の
書
誌
学
的
研
究
は
、
前
世
紀
末
の
巨
・
罰
○
号

に
よ
る
伝
記
の
刊
行
に
よ
っ
て
先
鞭
が
つ
け
ら
れ
た
。
そ
し
て
今
世
紀

中
葉
に
函
・
○
吊
冨
眉
が
原
典
や
各
国
語
訳
の
現
存
状
況
を
調
査
し
詳

細
な
関
連
文
献
リ
ス
ト
を
作
成
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
本
格
的
研
究
が

可
能
と
な
っ
た
。
主
著
で
あ
る
通
称
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
は
よ
く
知
ら
れ
、

日
本
国
内
に
も
原
本
が
少
な
く
な
い
が
、
そ
の
ダ
イ
ジ
ェ
ス
ト
版
で
初

崎
元
脩
の
シ
ュ
ル
ッ
ェ
（
園
ｍ
牌
言
冒
の
）
の
原
書
訳
の
『
朱
氏
産
婆
論
』

あ
た
り
か
ら
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
の
医
学
史
研
究
は
ぎ
脳
瓜
シ
ョ
国
二
教
授
か
ら
冨
胃
酎

言
目
教
授
へ
と
変
っ
て
い
る
。

ハ
ン
ガ
リ
ー
医
学
史
の
二
、
三
の
参
考
書
を
紹
介
し
た
。

ゼ
ン
メ
ル
ワ
イ
ス
像
の
記
念
切
手
も
一
九
三
二
年
、
一
九
五
四
年
、

一
九
六
○
年
三
月
八
日
国
際
婦
人
デ
ー
（
母
親
た
ち
の
救
い
の
手
）
、
一
九

六
五
年
の
没
後
百
年
記
念
の
他
に
、
一
九
八
七
年
の
ヒ
ポ
ク
ラ
テ
ス
、

ア
ピ
シ
ン
ナ
、
ハ
ー
ベ
ー
、
パ
レ
と
と
も
に
五
人
の
医
学
功
績
者
の
一

連
の
記
念
切
手
が
出
さ
れ
て
い
る
。

（
平
成
六
年
一
一
月
例
会
）

シ
后
削
一
ご
い
い
卿
）
§
「
扇
の
ラ
テ
ン
語
原
典

お
よ
び
独
・
蘭
・
仏
・
英
語
版
の
特
色
（
一
）

近
藤

均

学
者
向
け
に
編
ま
れ
た
通
称
「
エ
ピ
ト
メ
ー
」
の
ほ
う
は
、
数
ヶ
国
語

に
訳
さ
れ
て
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
よ
り
も
影
響
が
多
大
で
あ
っ
た
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
国
内
外
を
問
わ
ず
本
格
的
研
究
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
「
エ
ピ

ト
メ
ー
」
研
究
に
は
、
①
一
五
四
三
年
刊
の
ラ
テ
ン
語
原
典
は
も
ち
ろ

ん
、
②
同
年
刊
の
独
語
版
、
③
一
五
六
九
年
刊
の
藺
語
版
、
④
同
年
刊

の
仏
語
版
、
⑤
一
九
四
九
年
刊
の
英
語
版
の
参
照
が
必
須
で
あ
る
。
し

か
し
、
①
～
④
の
現
物
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
よ
り
遙
か
に
貴
重
で
、
世

界
中
の
公
的
機
関
を
合
わ
せ
て
も
各
々
せ
い
ぜ
い
二
○
冊
ず
つ
し
か
現

存
せ
ず
、
日
本
国
内
に
は
皆
無
と
推
定
さ
れ
る
。
筆
者
は
②
③
④
の
マ

イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
を
、
②
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
図
書
館
、
③
は
ベ
ル
ギ

ー
王
立
図
書
館
、
④
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
医
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
入
手
し

た
。
①
に
つ
い
て
は
、
⑤
の
巻
末
収
載
の
縮
小
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
を
参
照

し
た
が
、
一
部
不
鮮
明
な
個
所
は
、
カ
ン
ザ
ス
大
学
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン

タ
ー
か
ら
提
供
さ
れ
た
フ
ォ
ト
コ
ピ
ー
も
参
照
し
た
・
本
研
究
発
表
は
、

以
上
の
入
手
資
料
か
ら
確
認
し
得
た
①
～
⑤
の
特
色
を
、
ス
ラ
イ
ド
供

覧
の
う
え
二
回
に
わ
け
て
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
２
）
ラ
テ
ン
語
原
典
の
特
色

『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
初
版
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
く
バ
ー
ゼ
ル
で
刊
行
さ

れ
、
判
型
は
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
の
四
三
×
二
九
糎
ほ
ど
に
対
し
、
そ
れ

よ
り
か
な
り
大
き
く
五
五
×
四
○
糎
ほ
ど
で
あ
る
。
本
文
・
付
図
・
付

図
解
説
な
ど
紙
葉
一
四
枚
か
ら
な
り
、
販
売
時
に
は
無
綴
で
表
紙
も
な

か
っ
た
。
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
』
初
版
と
共
通
な
扉
絵
に
始
ま
る
一
二
枚
二
三

頁
分
（
一
二
枚
目
は
片
面
印
刷
）
に
つ
い
て
は
、
各
自
で
綴
じ
る
旨
の
指

示
が
あ
る
。
他
の
二
枚
（
片
面
印
刷
）
は
付
録
の
剪
型
解
剖
図
集
（
後
述
）

(136) 136



で
あ
る
。
扉
絵
に
つ
づ
く
献
辞
は
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
が
神
聖
ロ
ー
マ
帝

国
皇
帝
カ
ロ
ル
ス
（
カ
ー
ル
）
五
世
宛
て
な
の
に
対
し
、
更
ピ
ト
メ
ー
」

は
、
皇
太
子
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
（
後
の
ス
ペ
イ
ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
ニ
世
）
宛
て

で
あ
る
。

本
文
は
、
左
右
二
列
、
原
則
と
し
て
各
七
五
行
に
組
ま
れ
、
左
右
の

欄
外
に
は
、
ガ
レ
ノ
ス
の
著
作
か
ら
引
用
さ
れ
た
延
べ
四
○
○
語
ほ
ど

の
ギ
リ
シ
ャ
語
解
剖
用
語
が
列
挙
さ
れ
、
本
文
の
ラ
テ
ン
語
と
ほ
ぼ
一

対
一
に
対
応
し
て
い
る
。
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
が
、
仙
骨
格
系
、
②
筋
系
、

③
脈
管
系
、
側
神
経
系
、
⑤
消
化
器
官
と
生
殖
器
官
、
⑥
胸
部
器
官
、

、
脳
と
い
う
章
立
て
で
、
全
身
か
ら
局
部
へ
と
い
う
よ
う
に
解
剖
学
の

体
系
性
を
意
識
し
た
構
成
に
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
「
エ
ピ
ト
メ
ー
』

の
構
成
は
、
①
骨
格
系
、
②
筋
系
、
③
消
化
器
官
、
側
胸
部
器
官
と
脈

管
系
、
⑤
脳
と
神
経
系
、
⑥
生
殖
器
官
と
い
う
よ
う
に
、
③
以
下
は
、

教
育
的
配
慮
に
よ
り
、
初
学
者
が
解
剖
し
て
確
認
し
易
い
順
序
に
ほ
ぼ

並
べ
ら
れ
て
い
る
。

付
図
に
は
、
全
身
を
描
い
た
も
の
と
し
て
、
、
骨
格
系
一
種
、
⑤
筋

系
五
種
＠
神
経
系
一
種
④
男
女
の
裸
形
図
各
一
種
、
、
剪
型
解
剖

図
集
の
台
紙
（
脈
管
系
）
二
枚
が
あ
る
。
こ
の
う
ち
③
⑤
と
、
一
枚
は
「
フ

ァ
ブ
リ
カ
』
と
共
通
で
あ
る
。
説
明
文
は
記
号
に
よ
っ
て
図
と
対
応
し

て
い
る
。
剪
型
解
剖
図
集
は
、
局
部
を
描
い
た
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
図
を

指
示
に
従
っ
て
切
り
抜
い
て
台
紙
、
に
張
り
付
け
、
最
終
的
に
＠
と
重

ね
合
せ
れ
ば
、
人
体
構
造
を
あ
る
程
度
は
立
体
的
に
把
握
で
き
る
し
く

み
に
な
っ
て
い
る
。
稚
拙
で
は
あ
る
が
教
育
上
の
画
期
的
な
工
夫
で
あ

る
。
な
お
、
「
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
室
ピ
ト
メ
ー
」
と
も
に
、
付
図
の
原
画

を
描
い
た
の
は
く
の
ｏ
の
言
○
弓
国
四
三
○
の
弟
子
旨
冨
冒
］
①
め
聾
ｇ
冨
昌
一
ｍ

と
い
わ
れ
て
い
る
が
、
確
か
な
証
拠
は
な
い
。

（
３
）
独
語
版
の
特
色

原
典
と
同
じ
版
型
で
、
ほ
ぼ
同
時
期
に
同
じ
く
バ
ー
ゼ
ル
で
刊
行
さ

れ
、
紙
葉
一
九
枚
か
ら
な
り
、
や
は
り
、
元
来
は
無
綴
・
無
表
紙
で
あ

っ
た
・
剪
型
解
剖
図
集
二
枚
を
除
く
一
七
枚
三
三
頁
分
が
本
体
で
あ
る
。

皇
太
子
へ
の
献
辞
の
次
に
は
、
バ
ー
ゼ
ル
を
含
む
地
域
の
統
轄
者
ヴ
ュ

ル
テ
ン
ベ
ル
ク
公
へ
の
訳
者
献
辞
が
追
加
さ
れ
て
い
る
。

本
文
は
原
則
と
し
て
左
右
各
九
二
行
で
、
欄
外
に
は
、
原
典
か
ら
引

用
さ
れ
た
ラ
テ
ン
語
が
延
べ
二
三
○
余
語
示
さ
れ
て
い
る
。
文
章
は
直

訳
で
は
な
く
意
訳
（
パ
ラ
フ
レ
ー
ズ
）
調
で
、
語
数
が
原
典
の
約
二
倍
に

も
及
ん
で
い
る
。
こ
れ
は
、
当
時
ま
だ
独
語
で
は
解
剖
用
語
が
未
成
熟

で
あ
っ
た
た
め
と
、
予
備
知
識
に
乏
し
い
理
髪
外
科
医
な
ど
に
も
わ
か

り
易
い
説
明
を
す
る
と
い
う
配
慮
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

原
典
の
付
図
は
同
一
の
版
木
に
よ
っ
て
す
べ
て
印
刷
収
録
さ
れ
、
さ

ら
に
、
原
典
に
な
い
図
七
種
が
『
フ
ァ
ブ
リ
カ
」
初
版
か
ら
選
ん
で
追

加
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
も
読
者
に
理
解
し
易
く
す
る
た
め
の
配
慮
で
あ

る
。
追
加
さ
れ
た
図
は
、
Ｖ
皿
（
腸
間
膜
）
、
Ｖ
型
（
女
性
の
腹
腔
）
、
Ｖ

弱
（
女
性
の
乳
腺
や
腹
腔
）
、
Ｖ
妬
（
子
宮
・
卵
巣
・
膀
胱
な
ど
）
、
Ｖ
”
（
膣
．

子
宮
な
ど
）
、
Ｖ
鋤
（
子
宮
・
胎
児
皮
膜
・
胎
児
な
ど
）
、
Ⅵ
７
（
心
臓
断
面
）

で
あ
る
。
こ
う
い
う
配
慮
も
あ
っ
て
本
書
は
、
人
体
解
剖
学
の
独
語
圏

へ
の
拡
大
・
普
及
に
多
大
の
貢
献
を
し
た
。

訳
者
シ
言
冒
こ
め
弓
○
目
昌
切
は
、
当
時
バ
ー
ゼ
ル
大
学
総
長
で
あ
っ

た
。
海
賊
版
の
横
行
を
懸
念
し
て
い
た
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
が
同
大
学
に
客
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員
と
し
て
滞
在
し
て
い
た
間
に
、
彼
の
翻
訳
に
協
力
し
た
ら
し
い
。
表

題
は
く
白
昼
＄
ョ
色
勗
９
２
８
９
①
融
曽
国
８
目
昌
↓
四
コ
百
同
国
ゞ
号
ｇ

『
”
、
ご
〕
葺
圃
９
ｍ
ロ
朋
雨
侭
・
：
で
あ
る
。
ち
な
み
に
独
語
版
の
先
行
研
究
と

し
て
は
国
向
．
聾
照
１
駕
の
論
文
（
一
九
四
三
年
）
が
ほ
と
ん
ど
唯
一
の

も
の
で
あ
る
。

次
の
機
会
に
は
③
④
⑤
の
特
色
に
つ
い
て
ス
ラ
イ
ド
供
覧
の
う
え
概

説
し
、
さ
ら
に
、
ヴ
ェ
サ
リ
ウ
ス
の
著
作
全
体
の
書
誌
学
的
研
究
の
現

状
と
課
題
に
つ
い
て
も
付
言
し
た
い
。

（
平
成
六
年
十
一
月
例
会
）

こ
れ
は
一
九
九
四
年
七
月
三
日
に
広
島
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ
た
も
の

で
、
呉
市
提
供
に
よ
る
「
ズ
ー
ム
ア
ッ
プ
呉
」
の
「
呉
ゆ
か
り
の
人
物
」

第
二
回
で
あ
る
。
呉
市
史
編
さ
ん
室
の
千
田
武
志
氏
が
呉
市
長
ノ
木
町

あ
や
と
し

の
呉
氏
旧
居
跡
に
案
内
し
た
の
ち
に
、
呉
市
中
央
公
園
に
あ
る
呉
文
聰

顕
彰
碑
を
ま
え
に
野
間
祐
輔
先
生
が
「
呉
家
の
人
び
と
」
に
つ
い
て
か

た
ら
れ
る
。

野
間
先
生
は
広
島
県
で
呉
秀
三
先
生
顕
彰
の
中
心
に
な
っ
て
お
ら
れ

し
げ
い
ち

る
方
で
、
呉
茂
一
先
生
を
何
回
か
広
島
県
内
や
瀬
戸
内
の
島
に
案
内
さ

れ
た
。
広
島
市
で
の
日
本
医
史
学
会
総
会
の
副
会
長
を
さ
れ
、
わ
た
し

の
報
告
の
と
き
は
司
会
を
し
て
く
だ
さ
っ
た
。
ま
た
こ
の
ヴ
ィ
デ
オ
を

ヴ
ィ
デ
オ
供
覧
「
呉
家
の
人
び
と
（
野
間
祐
輔
先
生
出
演
）
」

li'1

川

端

雄

お
く
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
は
、
同
総
会
の
と
き
事
務
局
と
し
て
ご
尽
力

く
だ
さ
っ
た
広
島
県
医
師
会
事
務
局
の
菅
田
友
樹
氏
で
あ
る
。

野
間
先
生
は
統
計
学
の
文
聰
先
生
、
精
神
病
学
・
医
史
学
の
秀
三
先

生
（
そ
の
弟
）
、
西
洋
古
典
文
学
の
茂
一
先
生
（
秀
三
先
生
の
息
）
、
経
営
学

ふ
き
あ
き

け
ん

の
文
炳
先
生
（
文
聰
先
生
の
息
）
、
内
科
学
の
建
先
生
（
文
聰
先
生
の
息
）

に
つ
い
て
手
み
じ
か
に
か
た
ら
れ
た
電
話
で
う
か
が
う
と
、
「
し
ゃ
べ
っ

た
こ
と
の
一
○
分
の
一
に
さ
れ
ち
ゃ
っ
た
ん
で
す
よ
」
と
野
間
先
生
は
い
わ

れ
た
が
、
三
分
ほ
ど
に
要
領
よ
く
ま
と
め
て
お
ら
れ
た
）
。

と
こ
ろ
で
、
供
覧
当
日
は
時
間
の
余
裕
が
す
こ
し
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、

ヴ
ィ
デ
オ
の
最
後
に
箕
作
院
甫
五
○
年
祭
に
あ
つ
ま
っ
た
一
族
の
写
真

が
で
て
い
た
の
で
、
野
間
先
生
に
な
ら
っ
て
岡
田
が
「
箕
作
家
の
人
び

と
」
に
つ
き
か
た
っ
た
。

箕
作
院
甫
に
セ
キ
、
つ
れ
、
し
ん
の
三
女
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
を
優

秀
な
門
下
生
に
と
つ
が
せ
、
孫
や
曽
孫
の
女
も
ま
た
優
秀
な
学
者
に
と

つ
い
で
い
る
の
で
、
巨
大
な
箕
作
山
塊
が
で
き
あ
が
っ
た
（
文
聰
、
秀
三

や
つ
か

は
セ
キ
の
子
で
あ
る
）
・
玩
甫
の
孫
新
六
に
は
、
穂
積
八
束
の
娘
が
と
つ
い

で
い
る
。
穂
積
一
族
に
も
優
秀
人
、
著
名
人
が
集
積
し
て
い
る
。
穂
積

一
族
の
中
核
は
法
学
者
で
あ
る
が
、
そ
の
先
は
実
業
家
、
政
治
家
、
軍

人
、
学
者
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
対
照
的
に
箕
作
一
族
は
ほ
と
ん
ど
が

学
者
で
し
め
ら
れ
て
い
る
。

戦
前
の
教
科
書
に
は
箕
作
一
族
を
学
者
の
遺
伝
の
例
と
し
て
あ
げ
て

い
る
も
の
が
あ
っ
た
と
き
く
。
洋
学
弾
圧
期
に
箕
作
一
族
は
、
蘭
書
を

よ
む
父
の
声
が
た
か
い
と
娘
が
た
し
な
め
る
、
と
い
う
よ
う
に
身
を
ひり

ん

そ
め
て
い
き
た
。
ま
た
維
新
後
、
た
と
え
ば
玩
甫
の
孫
で
法
学
者
の
麟
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